
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title 女性エンジニア活生の今後の展望と課題

Author(s) 杉田, 清

Citation 年次学術大会講演要旨集, 27: 146-149

Issue Date 2012-10-27

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/10993

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般講演要旨



― 146―

㸯㹆㸮㸶 

         ዪ性エンジࢽア活生の௒ᚋの展望と課題 

 
 （ᮡ田 Ύ 㸦日本工学アカデ࣑ー会ဨ ۑ           

 
㸯㸬ዪ性エンジࢽア活生࡬のᮇᚅ 

 理工系職場をࡩくめ、ዪ性の社会㐍出には、ୗグのようなຠ果がᮇᚅされている㸸 

ձ 㹅㹂㹎の増大 㸦日本がḢ⡿なࡳのዪ性ẚ⋡となった場合、GDP⣙ 16㸣上᪼のヨ⟬౛がある） 

ղ ேᮦ多様化による知的生⏘性の向上 㸦ᅜ⡠、ᑓ門性、年㱋とともにジ࢙ンࢲーの影響は大きい） 

ճ ዪ性特᭷の感性・能ຊ特性の発᥹によるᡂ果ᣑ大 㸦特に理工系職場でᚅ望される）  

 エネルギー・環境ᢏ⾡分㔝を中心に、₯ᅾ的な特性もࡩくめて、ᮇᚅの大きいዪ性の特㉁的能ຊの᳨

ドを、ྛ種関連情報[1]も᥼用してヨࡳた一౛[2]として㸸 

ձ㗦い感知能ຊ  ղໟᣓ的なྲྀり⤌ࡳ  ճᰂ㌾なᛮ考  մ分㔝間⼥合・連ᦠのጼໃ  յ生活者

どⅬの発᝿  ն一㈏した持ஂຊ  շே間・環境࡬のඃしいẼ配り などがᣲࡆられる。 これらの

能ຊ特性は、他の科学ᢏ⾡分㔝でも、同様にᙉくᮇᚅされているにࡕがいない。 

 ౛えࡤ、安心・安全・環境保ㆤのᢏ⾡展㛤でのዪ性感性࡬のᮇᚅは大きい。 また、高ᗘの科学ᢏ⾡

に基づく誇る࡭き機能をもつ〇ရながら、生活者どⅬがḞⴠしているため、グローバルᕷ場での➇தに

ᩋ㏥している日本〇ရは少なくない。ここにもዪ性活㌍の大⯙ྎがある。  

 さらに、エネルギー・環境ၥ題のṔྐ[3]の考察からの᥎論[4]として,┬エネルギー、大Ẽởᰁ対策

などがಶ別にᑓ門分化したᙧで᥎㐍・῝化された 20ୡ⣖とは異なり、21ୡ⣖は ᬮ化対策、㖔≀資源、 

Ỉ㸪㣗⣊などもຍえた分㔝間のໟᣓ的⼥合・連ᦠが重要なྲྀり⤌ࡳとなろう。 このഴ向はす࡭ての科

学・ᢏ⾡・⏘業にඹ通しており、すでに᳜≀工場㸦㎰業㸩工業）などでᐇドされつつある。 このⅬで

も、多様・」㞧な事象のໟᣓฎ理が得意とᛮࢃれるዪ性エンジࢽアの活㌍がᮇᚅされよう。 

 

㸰㸬Ṕྐ的⤒⦋と現状 

 ㅖ研究[5]によれࢃ、ࡤがᅜでのዪ性の社会㐍出は、明἞⥔新でのዪ性ゎᨺが出発Ⅼといえる。理工

系分㔝では、1913年に最ึのዪ性理学部学生㸱ྡ㸦ᮾ໭ᖇ大）、1927年に最ึのዪ性理学༤ኈがㄌ生し

ているが、ᡓ๓の理工系࡬のዪ性㐍出は、きࢃめて特Ṧなケースであった。  

 日本社会でのᐇ㉁的なዪ性㐍出の基┙がᩚったのは、⤊ᡓ㸦1945年）┤ᚋの༨㡿㌷による⏨ዪ同ᶒᨵ

㠉㸦ዪ性参ᨻᶒ、⏨ዪඹ学など）௨㝆である。そのᚋ、⏨ዪ㞠用機会ᆒ等法㸦1985、ᡂ❧）、⏨ዪඹ同

参画社会基本法㸦2000㸪᪋行）等の法的᥎㐍యไもᩚഛされたが、ᐇ態は㐜々としたもので、本᱁化は

21ୡ⣖に持ࡕ㉺されたといえよう。 

 特に、理工系職場࡬のዪ性㐍出は、一部の特定㡿域㸦་⒪、〇⸆、㣗ရなど）を㝖き、きࢃめて低調

であった。ẚ㍑的ዪ性ẚ⋡が高いとされている研究部門でさえも、ඛ㐍ᅜとしては目❧って低い㸦2008

年㸸⡿ᅜ 34.3㸣、日本 13.0㸣)。生⏘部門では、さらに低く 5－9㸣㸦2010 年）と᥎定されている。因

に、ᢏ⾡ኈ合᱁者㸦2008年）のዪ性ẚ⋡はࡳ 2.82㸣、エネルギー⟶理ኈ合᱁者㸦2005－8年）の場合は

0.17－0.23㸣である。 最㏆₞く、ᐁ庁・௻業等での理工系ዪ性᥇用に増ຍഴ向が見られ始めたが、あ

くまでも、ຓ㉮ẁ㝵であり、そのຍ㏿・ಁ㐍がษ望されている。 

 

㸱㸬ዪ性活生の㜼ᐖ要因 

 すでに、ྛ種学会㸪࣐ス࣓ディアなどでの調査、さらに理工系職務ᚑ事者のయ験グ事[6]などで、ኰ

しい種㢮のዪ性活生࡬の㞀ቨが指᦬されている。  

 全⯡的な㜼ᐖ要因の代⾲౛としては㸸 

ձ⏨性中心の業務య系  ղฎ㐝の⏨ዪ᱁ᕪ  ճዪ性リーࢲーの⛥少  մ⫱ඣ・ᐙ事の過大負荷 

そして、特に理工系の場合は、ୗグの代⾲的ㅖ要因が㏣ຍされる㸸 

ձึ・中等ᩍ⫱の୙ഛ  ղロールࣔデルの୙足 ճ㐍㊰㑅ᢥに影響の大きいẕぶの͆理工͇ㄗゎ մ

理工系㐍学ᕼ望者の୙足    また、ୗグのようなఏ⤫的な社会㢼土も影響している㸸 

ձ日本社会⊂特のዪ性観   ղ大きなᨵ㠉を͆外ᅽ͇に㢗りがࡕな社会㢼土 

 しかし、これらの多くの㞀ቨはそれぞれがᚲずしも⊂❧した要因ではなく、相஫に⥭ᐦな関連がある

場合が多いことにὀ目したい。 ౛えࡤ、ฎ㐝がᨵၿされ、ዪ性リーࢲーが大ᖜに増えれࡤ、ロールࣔ
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デル୙足もẕぶの͆理工͇ㄗゎも、そして理工系㐍学ᕼ望者୙足もゎ消されよう。 

 さらに、ᙉ調したいことは、相ᙜᩘにのࡰる理工系職場ዪ性ᚑ事者のయ験手グ・感᝿文を調査した結

果、ྛ種のၥ題をᥦ㉳する一方で、その࡯とࢇど全ဨが「理工系職場を㑅ᢥして、よかった」と㏙࡭て

いることである。 య験グᇳ➹・公⾲という特Ṧ事情の影響を考慮しても、ὀ目に್する情報である。 

 

㸲㸬ዪ性エンジࢽアの㞠用ಁ㐍方策㸸  ዪ性㞠用⋡のク࢛タ－ไとࣈランド化 

 上グの㜼ᐖ要因対策もࡩくめて、多ᙬな㞠用ಁ㐍方策が、これまで㆟論されᥦ᱌されてきたことは周

知のとおりである。 それらㅖᥦ᱌のなかでも、༶ຠ性が特にᮇᚅされるのは、ዪ性㞠用࡬のク࢛タ－

ไ㸦ዪ性ẚ⋡๭りᙜて方ᘧ)[7]であろう。法ไ上のㄏᑟ・ᙉไຊ㐺用についての研究᥎㐍が望まれる。 

 㞠用のಁ㐍・ᣑ大には、ேᮦ౪給ഃ㸦ᑠ・中・高ᰯ、大学など）、㞠用者ഃ㸦௻業、ᐁ庁など）およ

一⯡社会㸦ᕷẸ、ᐙᗞ、行ᨻ㸪࣐ス࣓ディアなど）のࡧ 3セクターそれぞれの、そして༠調したᙧでの

ດຊがồめられるが、ᙜ㠃のけࢇᘬ役として最もᮇᚅされるのは、やはり㞠用者ഃであろう。 

 特に、㞠用者としての௻業等にồめられるのは、インターンࢩップなどによるዪ子学生との✚ᴟ的な

交流やዪ性指ᑟᒙの✚ᴟ的増ᙉなどであるが、一方で௻業の͆やり⏥ᩫ͇向上につながるインセンティ

 。ዪ性㞠用ẚ⋡にᛂじた⛯ไ㠃などでのඃ㐝策も考えられよう、ࡤを与えることも重要である。౛えࣈ

 最も᭷望とᮇᚅできる方策の一つとして、ዪ性㞠用ᐇ⦼指ᶆの͆௻業ࣈランド͇化をᥦ᱌したい。  

すでに、「環境⤒Ⴀᗘ」㸦環境ၥ題࡬のྲྀり⤌ࡳ㸸日⤒㹀㹎社）や「௻業子ᐆ⋡」㸦子⫱てしやすい௻業㸸

⚟井┴）のようにࣈランドຠ果を発᥹している指ᶆがある。௻業間の➇த原理にຍえて、ࣈランド価್

にᩄ感な᫖௒のዪ子学生࡬のᗈ報ຠ果も活用できる。指ᶆྡは、౛えࡤ『ዪ性活生⤒Ⴀᗘ』である。 

 

㸳㸬⏨ዪඹ同参画ຠ果とዪ性ẚ⋡の㜈್௬ㄝ 

 職場のዪ性ẚ⋡とそのඹ同参画ຠ果の関ಀは、௒ᚋᚭᗏした研究の価್のある࿨題である。 現時Ⅼ

では、あくまでも௬ㄝ[8]であるが、ዪ性ẚ⋡の上᪼にẚ౛して₞増的にඹ同参画ຠ果が増大するとい

うよりは、「ዪ性ẚ⋡が、ある⮫⏺Ⅼ㸦㜈್）を㉸えたとき、ຍ㏿的に本᱁的なඹ同参画活動の環境が

ᙧᡂされる」と考えたい。 

 㜈್のලయ的なイ࣓ージとしては、一⯡論として 20－30㸣௜㏆がண される。 ౛えࡤ、➨ 3ᮇ科学

ᢏ⾡基本計画㸦文部科学┬、2006 年）にᥦ♧されたዪ性研究者᥇用ᩘ್目ᶆ㸦౛㸸全自然科学系 25㸣）

は、㜈್と重なるようにᛮࢃれる。 

 日本の現状は、ࡈく一部の職場を㝖けࡤ、ዪ性ẚ⋡が㜈್௨ୗの低ẚ⋡職場である。㏿やかな本᱁的

ඹ同参画職場࡬の⛣行にດめるとともに、㜈್௬ㄝの科学的方法論による᳨ドもࡩくめて、来たる࡭き

͆㜈್を㉸えた高ዪ性ẚ⋡職場͇࡬の‽ഛ研究をᛴがࡤࡡならない。 ᅜ内外をၥࢃず、すでにᐇᅾす

る高ዪ性ẚ⋡職場についての、多様などⅬからの調査・研究も᭷┈であろう。 

 

㸴㸬高ዪ性ẚ⋡職場での重要課題㸸 新しい࣐ネジ࣓ント方ᘧ 

 高ዪ性ẚ⋡の職場では、上᪼がᮇᚅされるඹ同参画ຠ果と同時に、未⤒験の新しいၥ題が種々出来す

ることが᝿定される。 それらの中でも、ୗグのㅖⅬは、᱁別のὀຊがᚲ要と考えられる重要課題⩌で、

それらの᥎㐍をࡩくめた動きを一ᣓして、͆ 新しい࣐ネジ࣓ント方ᘧ͇と࿧ࡪことができよう㸸 

ձ ⏨性中心に構築されてきたఏ⤫的なᇳ務環境・⤌⧊㐠Ⴀ方ᘧのኚ㠉 

ղ ዪ性指ᑟ者ᒙ㸦⟶理職、上⣭ᑓ門職、役ဨなど）の⫱ᡂ・増ᙉのためのㅖ᪋策の✚ᴟ的᩿行 

ճ ジ࢙ンࢲー間コ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンのᨵၿ 

 ࣐ネジ࣓ントのㅖၥ題は、ྛ種学༠会[9]で㆟論が始まっているが、上グձの内容は、多ᙬなものと

なろう。໅務ᙧ態㸦ᅾᏯ໅務などの特Ṧ໅務方ᘧをࡩくࡴ）、ఇᬤྲྀ得・特別ఇ職のㅖ᮲件から資料స

ᡂ・⟶理ࢩステ࣒、情報ඹ᭷・会㆟ᙧ態に⮳るまで、対象はᗈ範ᅖにࢃたる。さらに、᭦⾰室、⫱ඣ関

連᪋タなどのࣁードウエア̿も対象となりうる。 しかし、これらձのㅖ課題は、ዪ性ẚ⋡の上᪼とと

もに、自然な⤒過としてのಟ正・ᨵ㠉が㐍行するものとᮇᚅしたい。 

 

㸵㸬ዪ性指ᑟ者ᒙの⫱ᡂ・増ᙉ 

 この課題こそが、ࢃがᅜでの௒ᚋのዪ性エンジࢽア活生をࡩくめたඹ同参画社会のᙧᡂ᥎㐍でのᡂྰ

をᕥྑすると考えても過ゝではない。 まさに͆新しい࣐ネジ࣓ント͇ᐇ現のための᰾心となる最重要

課題と఩⨨づけたい。 

 このၥ題のᐇ態を理ゎする上での象ᚩ的データとして、㹃㹓・Ḣᕞጤဨ会㸦Jan. 2012)による上場௻
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業役ဨのዪ性ẚ⋡調査がある。ࢃがᅜの主要௻業でのዪ性役ဨẚ⋡は、多分 1㸣にも㐩していないが、

㹃㹓㸦㸰㸵ࣨᅜ）の上場௻業のᖹᆒዪ性役ဨẚ⋡は 13.7%で、౛えࡤスウ࢙ーデン 25.2%、ドイࢶ 15.6%

で、すでにዪ性役ဨク࢛タ－ไを᥇用しているࣇランスは 22.3㸣である。 㹃㹓では、௻業の上場要件

としてዪ性役ဨẚ⋡ 30－40%ク࢛タ－ไを᳨ウ中ともபࢃれている。 

 日本は、上場௻業役ဨに㝈らず㸪社会ྛ種機関における指ᑟ者ᒙでのዪ性の活動ᗘが、ඛ㐍ᅜとして

は㝿❧って低い。一種の࢞ラパࢦス化現象ともいえよう。この事ᐇは、ᅧ㝿ẚ㍑研究をはじめとするྛ

種の調査[10]から、௨ୗのㄝ明のように確認されている。 

 ౛え2009、ࡤ年ᅜ連発⾲のジ࢙ンࢲーエンパワ࣓̿ント指 㸦ᩘGEM㸸⟶理方㔪Ỵ定参ຍᗘ指ᩘ)は、109

ࣨᅜ中の 57఩である。 ௻業等での⟶理職に༨めるዪ性ẚ⋡は、Ḣ⡿では 30%๓ᚋがᬑ通とされている

が、日本の場合は、ಀ㛗⣭௨上でさえも⣙ 7%という調査౛がある。これを理工系職場に㝈定すると、全

ᅜᖹᆒで 3%௨ୗと᥎定される。 

 ዪ性指ᑟᒙのᙉ化で、特にὀ目したいことは、これまでのㅖᐇ⦼から確認されているḟの㸱Ⅼである。

すなࡕࢃ、職場の指ᑟ者ᒙでのዪ性ẚ⋡が高い࡯ど㸸 

ձ その職場の生⏘性が上᪼する。 

ղ 職場㐠Ⴀが⏨ዪඹ同参画志向となる。㸦⏨ዪ分業ᆺから⏨ዪ༠業ᆺに⛣行する） 

ճ 研究㛤発、事業展㛤などの重要基本方㔪のỴ定に͆ዪ性の感性と知ᜨ͇が┤᥋཯ᫎされる。 

 さらに、指ᑟ者ᒙでのዪ性ẚ⋡の上᪼で、大いにᮇᚅされるのが、職場全యのዪ性ẚ⋡のຍ㏿的増ຍ

である。その⫼景としては、ロールࣔデルとしてのዪ性指ᑟ者の増ຍによるዪ性ồ職者の増ຍ、指ᑟ者

自㌟によるリクルートດຊ等が考えられる。 その඾ᆺ的なᐇ౛として、古く 20 ୡ⣖๓༙の࣐リー・

キࣗリー研究ᡤがある[11]。 キࣗリー夫ேが㐠Ⴀしていたᙜ研究ᡤは、ᙜ時すでにዪ性研究者ẚ⋡が、

ᖹᆒ⣙ 30%に㐩していた。 研究ᡤでのேᮦ多様化の重要性に╔║していた夫ேの༟見も見㏨せない。 

 ዪ性指ᑟ者ᒙの⫱ᡂ・増ᙉについてのලయ的な方法論については、࣓ンターไでの指ᑟᙉ化、ク࢛タ

－ไによる目ᶆẚ⋡㐩ᡂのಁ㐍などがすでにヨࡳられているが、ᙜ㠃の最重要課題は、⏨ዪをၥࢃず全

指ᑟ者ᒙに、この方向性࡬の意識ᨵ㠉をᚭᗏすることではなかろうか。  

 なお、職場でのዪ性指ᑟ者の⫱ᡂには、OJT, Off-JT の୧㠃でのྲྀり⤌ࡳがᚲ要であり、特にᙜ㠃の

͆過Ώᮇ͇では、㐺ษにタ計された Off-JT の✚ᴟ的な活用が望ましいと考える。 しかしながら、⏨

ዪをၥࢃず、指ᑟᒙの⫱ᡂの本ᣐは、本来的には͆ࡈく自然な日ᖖ業務͇の㐙行過⛬にあることに␃意

し、あまりにもዪ性対象に⫱ᡂプロセスを͆特Ṧ化͇して᥎㐍することは㑊ける࡭きであろう。 

 

㸶㸬⏨ዪ間のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン・ギャップ 

 ⏨ዪ間のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンも、ዪ性ẚ⋡の高い職場での͆新しい࣐ネジ࣓ントࠨにおける重要課題

としてᾋ上しそうである。 職場でのコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンの重要性は周知のとおりであるが、ジ࢙ンࢲ

ー間の意ᛮ疎通にᨭ㞀が生じやすいとすれࡤ、本᱁的な⏨ዪඹ同参画職場の㐠Ⴀにとっては重大なၥ題

である。さらに、⏨性とは異なりዪ性にとっては、J.Gray[1]も指᦬しているように、コ࣑ࣗࢽケーࢩ

ࣙンがあらゆる社会活動をᨭ配するとさえபࢃれる最重要機能であることにも␃意す࡭きである。 

 心理学者・David Allen によるⱥ語ᅪ㸦⡿ᅜ）での研究は、⏨ዪ間のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン・ギャップ

は相ᙜに῝้なၥ題であることを♧၀している[12]。 しかも、このၥ題はゝ語の種㢮に関ಀなく、⏨

ዪ間にᏑᅾする⬻科学的そして社会心理的なゝ語ฎ理特性の相㐪に基づくものとபえそうで、日本語ᅪ

も౛外ではなかろう 

 Allenㄝによると、「⏨ዪ間コ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンの 50%もが、ㄗゎあるいは୙正確なゎ㔘となっており、

これは外ᅜ語での会ヰにఝている」とまでபࢃれている。 そして、⏨性の⾲現が͆ ᙉᘬ・┤᥋的㸦͇direct 

language)で、そのヰ題は͆ 少 ・ᩘ重Ⅼ的 で͇あるのに対し、ዪ性の⾲現は͆ ᬯ♧・間᥋的㸦͇hint language)

で、ヰ題は͆多ᩘ・多ᙬ・発ᩓ的͆となりやすい。  

 ⏨ዪ間のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン・ギャップのゎ消に役❧つ方法として、Allenがᥦ᱌しているのは㸸 

ձ ⏨性は 「もっと୎ᑀに⾲現し、ዪ性の⾲現の͆行間をㄞࡴດຊ͇がᚲ要」 

ղ ዪ性は 「ヰ題を⤠り㎸ࢇで、なる࡭く͆ᬯ♧的⾲現を㑊けるດຊ͇が望ましい」 

 ዪ性エンジࢽア活性᥎㐍の見ᆅからは、この課題は༢なる日ᖖ的コ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンについてのၥ題

ゎ消にとどまらず、ᑓ門分㔝でのྛ種ウ論・交流でのඹ同参画ຠ果の向上のためにも重どす࡭き課題と

考えられる。 ࢃがᅜでのこの課題についての、ᑓ門ᐙによる研究の௒ᚋの㐍展をᮇᚅしたい。 

 

㸷㸬21 ୡ⣖主要₻流の͆㏣い㢼͇ຠ果 
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業役ဨのዪ性ẚ⋡調査がある。ࢃがᅜの主要௻業でのዪ性役ဨẚ⋡は、多分 1㸣にも㐩していないが、

㹃㹓㸦㸰㸵ࣨᅜ）の上場௻業のᖹᆒዪ性役ဨẚ⋡は 13.7%で、౛えࡤスウ࢙ーデン 25.2%、ドイࢶ 15.6%

で、すでにዪ性役ဨク࢛タ－ไを᥇用しているࣇランスは 22.3㸣である。 㹃㹓では、௻業の上場要件

としてዪ性役ဨẚ⋡ 30－40%ク࢛タ－ไを᳨ウ中ともபࢃれている。 

 日本は、上場௻業役ဨに㝈らず㸪社会ྛ種機関における指ᑟ者ᒙでのዪ性の活動ᗘが、ඛ㐍ᅜとして

は㝿❧って低い。一種の࢞ラパࢦス化現象ともいえよう。この事ᐇは、ᅧ㝿ẚ㍑研究をはじめとするྛ

種の調査[10]から、௨ୗのㄝ明のように確認されている。 

 ౛え2009、ࡤ年ᅜ連発⾲のジ࢙ンࢲーエンパワ࣓̿ント指 㸦ᩘGEM㸸⟶理方㔪Ỵ定参ຍᗘ指ᩘ)は、109

ࣨᅜ中の 57఩である。 ௻業等での⟶理職に༨めるዪ性ẚ⋡は、Ḣ⡿では 30%๓ᚋがᬑ通とされている

が、日本の場合は、ಀ㛗⣭௨上でさえも⣙ 7%という調査౛がある。これを理工系職場に㝈定すると、全

ᅜᖹᆒで 3%௨ୗと᥎定される。 

 ዪ性指ᑟᒙのᙉ化で、特にὀ目したいことは、これまでのㅖᐇ⦼から確認されているḟの㸱Ⅼである。

すなࡕࢃ、職場の指ᑟ者ᒙでのዪ性ẚ⋡が高い࡯ど㸸 

ձ その職場の生⏘性が上᪼する。 

ղ 職場㐠Ⴀが⏨ዪඹ同参画志向となる。㸦⏨ዪ分業ᆺから⏨ዪ༠業ᆺに⛣行する） 

ճ 研究㛤発、事業展㛤などの重要基本方㔪のỴ定に͆ዪ性の感性と知ᜨ͇が┤᥋཯ᫎされる。 

 さらに、指ᑟ者ᒙでのዪ性ẚ⋡の上᪼で、大いにᮇᚅされるのが、職場全యのዪ性ẚ⋡のຍ㏿的増ຍ

である。その⫼景としては、ロールࣔデルとしてのዪ性指ᑟ者の増ຍによるዪ性ồ職者の増ຍ、指ᑟ者

自㌟によるリクルートດຊ等が考えられる。 その඾ᆺ的なᐇ౛として、古く 20 ୡ⣖๓༙の࣐リー・

キࣗリー研究ᡤがある[11]。 キࣗリー夫ேが㐠Ⴀしていたᙜ研究ᡤは、ᙜ時すでにዪ性研究者ẚ⋡が、

ᖹᆒ⣙ 30%に㐩していた。 研究ᡤでのேᮦ多様化の重要性に╔║していた夫ேの༟見も見㏨せない。 

 ዪ性指ᑟ者ᒙの⫱ᡂ・増ᙉについてのලయ的な方法論については、࣓ンターไでの指ᑟᙉ化、ク࢛タ

－ไによる目ᶆẚ⋡㐩ᡂのಁ㐍などがすでにヨࡳられているが、ᙜ㠃の最重要課題は、⏨ዪをၥࢃず全

指ᑟ者ᒙに、この方向性࡬の意識ᨵ㠉をᚭᗏすることではなかろうか。  

 なお、職場でのዪ性指ᑟ者の⫱ᡂには、OJT, Off-JT の୧㠃でのྲྀり⤌ࡳがᚲ要であり、特にᙜ㠃の

͆過Ώᮇ͇では、㐺ษにタ計された Off-JT の✚ᴟ的な活用が望ましいと考える。 しかしながら、⏨

ዪをၥࢃず、指ᑟᒙの⫱ᡂの本ᣐは、本来的には͆ࡈく自然な日ᖖ業務͇の㐙行過⛬にあることに␃意

し、あまりにもዪ性対象に⫱ᡂプロセスを͆特Ṧ化͇して᥎㐍することは㑊ける࡭きであろう。 

 

㸶㸬⏨ዪ間のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン・ギャップ 

 ⏨ዪ間のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンも、ዪ性ẚ⋡の高い職場での͆新しい࣐ネジ࣓ントࠨにおける重要課題

としてᾋ上しそうである。 職場でのコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンの重要性は周知のとおりであるが、ジ࢙ンࢲ

ー間の意ᛮ疎通にᨭ㞀が生じやすいとすれࡤ、本᱁的な⏨ዪඹ同参画職場の㐠Ⴀにとっては重大なၥ題

である。さらに、⏨性とは異なりዪ性にとっては、J.Gray[1]も指᦬しているように、コ࣑ࣗࢽケーࢩ

ࣙンがあらゆる社会活動をᨭ配するとさえபࢃれる最重要機能であることにも␃意す࡭きである。 

 心理学者・David Allen によるⱥ語ᅪ㸦⡿ᅜ）での研究は、⏨ዪ間のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン・ギャップ

は相ᙜに῝้なၥ題であることを♧၀している[12]。 しかも、このၥ題はゝ語の種㢮に関ಀなく、⏨

ዪ間にᏑᅾする⬻科学的そして社会心理的なゝ語ฎ理特性の相㐪に基づくものとபえそうで、日本語ᅪ

も౛外ではなかろう 

 Allenㄝによると、「⏨ዪ間コ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンの 50%もが、ㄗゎあるいは୙正確なゎ㔘となっており、

これは外ᅜ語での会ヰにఝている」とまでபࢃれている。 そして、⏨性の⾲現が͆ ᙉᘬ・┤᥋的㸦͇direct 

language)で、そのヰ題は͆ 少 ・ᩘ重Ⅼ的 で͇あるのに対し、ዪ性の⾲現は͆ ᬯ♧・間᥋的㸦͇hint language)

で、ヰ題は͆多ᩘ・多ᙬ・発ᩓ的͆となりやすい。  

 ⏨ዪ間のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン・ギャップのゎ消に役❧つ方法として、Allenがᥦ᱌しているのは㸸 

ձ ⏨性は 「もっと୎ᑀに⾲現し、ዪ性の⾲現の͆行間をㄞࡴດຊ͇がᚲ要」 

ղ ዪ性は 「ヰ題を⤠り㎸ࢇで、なる࡭く͆ᬯ♧的⾲現を㑊けるດຊ͇が望ましい」 

 ዪ性エンジࢽア活性᥎㐍の見ᆅからは、この課題は༢なる日ᖖ的コ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンについてのၥ題

ゎ消にとどまらず、ᑓ門分㔝でのྛ種ウ論・交流でのඹ同参画ຠ果の向上のためにも重どす࡭き課題と

考えられる。 ࢃがᅜでのこの課題についての、ᑓ門ᐙによる研究の௒ᚋの㐍展をᮇᚅしたい。 

 

㸷㸬21 ୡ⣖主要₻流の͆㏣い㢼͇ຠ果 

 すでにྛ種の研究[13]で指᦬されているとおり、日本の㏆・現代ྐにࡳられる大つᶍな社会ኚ㠉㸦明

἞⥔新、ᡓᚋᨵ㠉㸪┬エネ化社会など）は、ᾏ外からのいࢃゆる͆外ᅽ͇を㥑動エネルギー源としてき

た。それら外ᅽが、ኚ㠉にᚲ要かつຠ果的で⭾大な㥑動エネルギーの౪給源の役๭を果たした。これは

௒ᚋの日本での社会ኚ㠉でも考慮す࡭き、ࢃがᅜのఏ⤫的社会特㉁と考えられる。 

 ௒ᚋのዪ性エンジࢽア活生をࡩくࡴ本᱁的な⏨ዪඹ同参画社会のᙧᡂも、それら過ཤの社会ኚ㠉にຎ

らࡠつᶍであり、相ᙜの㥑動エネルギーがᚲ要であろう。 

 21ୡ⣖の日本社会を㈏流し始めている₻流、すなࡕࢃ社会動向で、その㥑動エネルギー源となりうる

と考えられる主要なものとして、ḟの஬大₻流をྲྀり上ࡆたい㸸 

(A) 連ᦠ・⼥合化:     科学・ᢏ⾡・⏘業のす࡭ての㡿域で㐍行する。 

(B) エコ化㸸      エネルギー・環境ၥ題が、す࡭ての㡿域での基ᖿ課題の一つとなる。 

(C) グローバル化㸸   新⯆ᅜ、㏵上ᅜ࡬と、᭦にᣑ大がつづく。 

(D) 㹇㹒化㸸      関連するᢏ⾡、社会ࢩステ࣒の㐍Ṍで、さらにຍ㏿されよう。 

(E) 少子高㱋化㸸    ௒ᚋの一ᒙの㐍行がண されている。 

 これらの₻流の影響は、それぞれ༢⊂でも、十分な㥑動ຊとしてస用するものと考えられるが、ᐇ㝿

には、それらの₻流が」合・重␚して同時にస用する場合が多いので、その社会ኚ㠉࡬の㥑動ຊはきࢃ

めてᙉくなることがᮇᚅできる。 

 ዪ性エンジࢽア活生の᥎㐍にとって、これらの 21 ୡ⣖₻流が、いずれもዪ性の参画と特㉁的能ຊの

発᥹をᚲ要とし、同時にዪ性が活㌍しやすい環境をᥦ౪し始めていることにὀ目したい。 

 ౛えࡤ、ዪ性のᗈゅ的感知ຊやໟᣓ的対ฎ能ຊは、連ᦠ・⼥合化やエコ化にḞかせないものである。 

ዪ性のඃれた異文化消化ຊや外ᅜ語㐠用ຊ㸦参考㸸全ୡ⏺の通ヂᚑ事者の 90%௨上がዪ性）のグローバ

ル化での役๭は明らかである。 さらに、一⯡に高ዪ性ẚ⋡のᾏ外௻業とのேᮦ構ᡂのᩚ合性もᚲ要と

なろう。㹇㹒化の㐍行は、⫱ඣ・ᐙ事にዲ㒔合なᅾᏯ໅務などワークライࣇバランスのไ⣙ᘱ⦆にも大

きく影響し、ᐙᗞからの㐲㝸ᐇ験స業さえも容᫆となる可能性がある。そして、ウイ࣑ノ࣑ックス㸦ዪ

性生⏘ேཱྀ増ຍによる景Ẽᾋᥭ）が少子高㱋化社会の㢗もしいᩆୡ主であることはいうまでもない。 

 ௨上のように、௒ᚋの日本社会のኚ㠉につながる 21 ୡ⣖の஬大₻流は、いずれも、ዪ性エンジࢽア

活生の㐍展にとっても、ᙉຊな͆㏣い㢼͇ຠ果をもつものである。 同時に、21ୡ⣖日本の⦾ᰤは、ዪ

性の活㌍に大きく౫Ꮡしていることを♧၀しているといえよう。 そして、理工系もࡩくめた本᱁的な

⏨ዪඹ同参画社会㸦ዪ性活生化社会）の、ண᝿外に᪩ᮇのᐇ現さえもண感させる。  

 これまでの⏨性中心の職場㐠Ⴀでさえも、ここまでのᡂ㛗・発展をᡂし㐙ࡆてきた日本の科学・ᢏ⾡・

⏘業である。 本᱁的なዪ性活生化職場のᐇ現による、ḟなる大㣕㌍࡬のᮇᚅは᱁別に大きい。 
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